



































とはできないだろう o Baron-Cohen， Leslie and Frith (1985)が“Doesthe autistic child 















心の理論の研究は、 Premackand Woodruff (1978)による“Doesthe chim panzee 








(smarties task)、見かけと本物の区別の課題 (appearancereality task)、欺きの課題








Baron-Cohen et al. (1985)の報告以降、自閉症者に対して心の理論課題を実施した多く
の知見が報告されてきた (Baron-Cohen，1989; Bowler， 1992; Holroyd & Baron-Cohen， 
1993; Leekam & Prior， 1994; Fletcher， Happe， Frith， Baker， Dolan， Frackowiak， & 
Frith， 1995; Happe、1995;神尾・十一・石坂・全， 1997; Bauminger & Kasari， 1999; 
???
Heerey， Keltner， & Capps， 2003; Steele， Joseph， Tager-Flusberg， 2003;別府・野村，
2005; Lind & Bowler， 2009a; Lind & Bowler， 2009b; Williams & Happe， 2009;Adler， 
Nadler， Eviatar， & Shamay-Tsoory， 2010;西村・給内， 2011; Scheeren， Rosnay， Koot， 
Begeer， 2012)。それらに共通しているのは、自閉症者は課題の成績が定型発達児(あるい





























た (Frith& Happe， 1995)。その中で、近年、心の理論の不調から派生し自閉症の包括的
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な説明を試みた仮説がいくつか提唱されてきた O ここでは、 Hypersystemizing仮説と




























O'Conner and Kirk (2008)は、自閉症における社会性の障害は、 Baron-Cohen(2005)が
想定する共感の困難などの SocialCognitionの困難ではなく、 WeakCentral Coherence 
仮説が想定する情報処理の特性から説明されるべきと主張している。










いう枠組みから捉えるのではなく、先に挙げた Hypersystemizing仮説や WeakCentral 
Coherence仮説などの認知処理の特性から捉えられるようになった。
近年、自閉症者における自己理解の研究分野において、心の理論との関連が検討される
ようになった。 Rochat(2003)は、 1)今・ここにいる自己から 2)過去や未来といった時
間的連続性を保った自己の理解へと繋がり、その後 3)他者や自己の信念や心的状態の理
解へ拡がる、と自己理解の発達を想定している O このうち、 2) と3)の関連の検討におい
て、過去の自己の理解に関する課題や自伝的記憶に関する想起課題と心の理論課題との比
較が行われるようになった (Lind& Bowler， 2009a; Lind & Bowler， 2009b; Williams & 







まな心の理論課題を実施した知見が報告されていた (Baron-Cohenet al.， 1985)0 1990年
代半ばから 2000年頃にかけて、心の理論における不調の原因について認知や情動といっ
た観点から検討され (Frith& Happe， 1995)、その中で心の理論における自己 (self)に関
する知見が蓄積されてきた (Heerey，Keltner， & Capps， 2003;西村・檎内， 2011)0 2000 
年以降は、心の理論の不調から自閉症の包括的な説明を試みた仮説が散見されるようにな
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